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「
我
が
国
の
科
学
技
術
黎
明
期
資
料
の
体
系
化
に
関
す
る
調

査
・
研
究
」
（
略
称
「
江
戸
モ
ノ
づ
く
り
」
）
の
一
環
で
、
各
地
に

残
る
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
初
期
の
医
学
・
薬
学
資
料
を
検
討

し
て
い
る
。
今
回
は
、
内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館
が
所
蔵
す
る
江

戸
時
代
の
生
薬
、
「
鱒
石
」
（
ジ
ン
セ
キ
）
に
つ
い
て
報
告
し
た

い
・

本
生
薬
は
白
色
で
、
石
の
よ
う
に
硬
質
な
性
状
を
示
し
、
卵
形

～
長
楕
円
形
、
長
さ
二
一
～
三
四
ミ
リ
、
幅
八
～
一
八
ミ
リ
、
そ

の
辺
縁
の
一
部
に
鋸
歯
状
突
起
、
中
央
部
に
裂
溝
が
あ
る
。
こ
れ

ら
の
形
状
か
ら
、
我
々
は
、
こ
の
生
薬
が
魚
の
耳
石
で
あ
る
こ
と

を
推
定
し
、
各
種
の
耳
石
と
比
較
検
討
し
、
ニ
ベ
科
ニ
ベ
属
オ
オ

ニ
ベ
と
ニ
ベ
科
ホ
ン
ニ
ベ
属
ホ
ン
ニ
ベ
の
耳
石
で
あ
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
（
日
本
薬
学
会
、
二
○
○
四
年
三
月
）
。

『一向

、／

内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館
「
鱈
石
」
の
袋

の
書
付
に
つ
い
て

後
藤
志
朗
・
中
村
輝
子
・
遠
藤
次
郎

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
ミ
ヒ
エ
ル

同
館
に
は
、
こ
の
生
薬
の
九
つ
の
包
み
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

本
会
で
は
、
そ
れ
ら
の
書
付
に
注
目
し
て
報
告
し
た
い
。
最
も
古

い
包
み
に
は
「
鱒
之
石
」
と
し
て
、
寛
政
六
年
五
月
二
十
九
日
に

松
平
上
総
之
助
（
池
田
斉
政
）
が
若
年
寄
の
遠
江
守
（
加
納
久
周
）

を
介
し
て
、
将
軍
・
家
斉
に
献
上
し
た
こ
と
を
示
す
文
章
な
ど
が

記
さ
れ
て
い
る
。
因
み
に
、
池
田
斉
政
は
寛
政
六
年
三
月
八
日
に

備
前
岡
山
藩
三
十
一
万
五
千
二
百
石
を
雲
封
し
て
い
る
。

ま
た
別
の
包
み
に
は
、
「
寛
政
九
年
四
月
十
日
中
野
監
物
」

の
名
で
「
御
腰
物
御
用
二
相
渡
候
鱒
石
摺
粉
…
」
、
「
鯛
鰊
石
物

の
摺
粉
」
と
あ
る
。
越
谷
吾
山
の
「
物
類
称
呼
』
（
江
戸
中
期
の
方

言
辞
書
・
安
永
四
年
刊
）
に
「
鰡
鰊
に
く
○
此
魚
の
小
な
る
物

を
土
佐
に
て
・
し
ら
ぶ
る
と
云
大
な
る
物
を
四
國
に
て
．
ぬ
く

と
い
ふ
又
・
そ
ぢ
共
い
ふ
備
前
に
て
・
そ
こ
に
べ
と
云
に

べ
と
は
魚
の
腹
中
に
鰈
膠
（
に
く
）
あ
る
ゆ
へ
に
名
と
す
」
と

見
え
る
。
中
野
は
「
物
類
称
呼
』
を
見
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

彼
は
こ
の
時
期
「
小
納
戸
」
の
役
職
に
就
い
て
お
り
、
こ
の
職
に

は
膳
番
な
ど
の
受
持
ち
が
あ
る
の
で
、
物
産
の
方
言
に
は
熟
知
す

る
必
要
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
中

野
は
、
岡
山
藩
の
池
田
家
が
八
月
に
鰈
（
う
き
ぶ
く
ろ
）
を
幕
府
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に
献
上
す
る
事
を
知
っ
て
い
た
か
ら
、
こ
の
石
を
「
に
く
の
石
」

と
同
定
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
鰈
は
厚
い
膠
質
で
大
き
く
、
樹
枝
状

の
突
起
物
が
あ
り
、
上
等
の
ニ
カ
ワ
と
な
り
、
弓
を
張
り
合
わ
せ

る
の
に
用
い
る
。
こ
の
こ
と
は
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
石
首
魚
の
項

に
「
石
首
魚
ニ
ベ
ソ
コ
ニ
ベ
雲
州
備
前
…
大
小
皆
首
ニ
ニ
石

ア
リ
潔
白
堅
硬
ニ
シ
テ
璃
瑠
ノ
如
ク
ニ
シ
テ
透
明
ナ
ラ
ズ
…

（
略
）
…
’
一
ベ
ノ
腹
中
二
白
鰈
ア
リ
長
サ
七
八
寸
白
色
ニ
シ
テ
厚

サ
ニ
分
許
備
前
ノ
兒
島
ニ
テ
フ
ク
卜
云
ク
チ
ニ
モ
コ
レ
ア
レ
ド

モ
小
ナ
リ
白
鰈
ヲ
製
シ
テ
膠
ト
ナ
ス
ヲ
ニ
ベ
ト
云
物
ヲ
粘
ス
ル
ニ

甚
固
シ
弓
工
コ
レ
ヲ
用
１
即
鰡
鰊
ナ
リ
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
も
確
認
で
き
る
し
、
又
「
大
小
皆
首
に
二
石
あ
り
、
潔
白
堅

硬
に
し
て
璃
璃
の
如
く
に
し
て
透
明
な
ら
ず
」
か
ら
、
こ
の
石
が

耳
石
で
あ
る
こ
と
が
知
れ
る
。
内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館
が
所
蔵

す
る
石
は
、
こ
の
内
容
に
合
致
す
る
。

し
か
し
、
耳
石
の
入
っ
た
袋
に
記
載
さ
れ
て
い
る
寛
政
六
年
十

一
月
の
記
述
や
中
野
監
物
が
記
し
た
寛
政
九
年
四
月
十
日
の
記
述

を
検
討
す
る
に
、
中
国
や
日
本
の
本
草
書
に
記
さ
れ
て
い
る
「
石

淋
・
諸
淋
・
小
便
不
利
・
中
耳
炎
・
鼻
炎
・
脳
漏
」
の
効
用
と
は

異
な
っ
て
い
る
。
袋
の
記
述
か
ら
す
る
と
、
精
力
剤
と
し
て
、
家

斉
が
耳
石
を
用
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
関
連
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
『
旗
本
の
経
済
学
Ｉ
御
庭

番
川
村
修
富
の
手
留
帳
ｌ
』
の
文
政
五
年
十
一
月
十
六
日
に
見
え

る
記
述
で
あ
る
。
「
御
取
り
散
ら
し
の
膿
肋
膳
（
オ
ッ
ト
セ
イ
）
を

少
々
頂
戴
」
。
当
時
五
十
一
歳
の
家
斉
が
愛
用
し
て
い
た
精
力
剤

を
座
敷
へ
取
り
散
ら
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
拾
い
集
め

て
、
修
富
た
ち
が
少
量
ず
つ
頂
戴
し
た
の
で
あ
る
。

寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
四
月
十
日
の
記
述
、
文
政
五
年
（
一

八
二
二
）
十
一
月
十
六
日
の
記
述
と
時
期
に
違
い
が
あ
る
が
、
将

軍
・
家
斉
は
精
力
剤
に
関
心
が
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

し
か
し
、
現
時
点
で
は
、
ニ
ベ
類
の
耳
石
を
精
力
剤
に
用
い
た

資
料
を
他
に
見
出
し
て
い
な
い
。
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。
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